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目的 基底細胞癌の治療法別再発率を検討する 
データソース MEDLINE、EMBASE、CANCERLIT 
研究の選択 基底細胞癌に対し、通常の切除術、Mohs 手術、Cryosurgery、

Electrodesiccation、放射線療法、Immunotherapy、Photodynamic 
therapy を施行した研究を選択。 

データ抽出 298 文献は抽出。言語、病理学的確定がついていない症例が含まれ

る、遡及的研究、経過観察が 5 年未満、50 例未満の報告、レビュー、

重複投稿、整容性の報告の論文を除外し、18 文献が残った。 

主な結果 

再発率 
Mohs 手術：1.1％、通常の切除：5.3％、Cryosurgery：4.3％、

Curettage および Desiccation：13.2％、放射線療法：7.4％、

Immunotherapy：21.4％ 

結論 

治療法別の再発率の違いは報告の仕方（解析の仕方）が異なるため

単純にはできない。Mohs 手術は大きな腫瘍、危険領域に発生した

morphea-type の腫瘍には用いるべきである。結節性や表在性の小

さな腫瘍では、通常切除術が用いられるべきである。他の治療法は

手術が適応とならない症例に用いる。 Immunotherapy と

photodynamic therapy は研究段階の治療である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項
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